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埼玉女子短期大学成績評価規程 
 

（目 的） 

第１条  この規程は、埼玉女子短期大学（以下「本学」という）学則第５章の規定に基づき、

成績評価等について、必要事項を定めるものとする。 

 

（成績評価） 

第２条 試験、レポート、論文、平常点等により、当該科目のシラバスに記載された学習到

達目標の達成度に応じて成績評価を行う。 

  ２ 本学の教員（兼任講師含む）が担当する科目の成績評価はＡＡ（90～100 点）、Ａ

（80～89 点）、Ｂ（70～79 点）、Ｃ（60～69 点）、及びＤ（0～59 点）、とし、ＡＡ・

Ａ・Ｂ・Ｃを合格とする。 

  ３ 前項の成績評価に対する客観的指標として、グレードポイント（以下、「ＧＰ」と

いう）を与え、ＧＰの平均（グレードポイントアベレージ。以下、「ＧＰＡ」という）

を算出する。ＡＡ（90～100 点）は４、Ａ（80～89 点）は３、Ｂ（70～79 点）は２、

Ｃ（60～69 点）は１、Ｄ（0～59 点）・欠席・失格はそれぞれ０とする。 

  ４ 素点は 100 点から 0点とする。 

  ５ 成績評価の割合は、合格者のうち、ＡＡは 10％以内、Ａは 20％以内、Ｂは 40％程

度、Ｃは 30％程度を目安とする。 

  ６ 定期試験を受験しなかった学生は欠席とする。 

  ７ 出席回数が総授業回数の３分の２に満たない学生は失格とする。 

 

（ＧＰＡの算出） 

第３条 ＧＰＡは次の方法で算出する。小数点以下第二位未満の端数があるときは、小数点

以下第三位の値を四捨五入するものとする。 

ＧＰＡ＝ 
(履修登録科目のＧＰ×単位数) の合計 

履修登録単位数の合計 

  ２ 本学の教育課程で開講する全ての授業科目の成績評価をＧＰＡの対象とする。 

 

（認定科目） 

第４条 本学で開講する授業科目に拠らずとも、所定の課程を修めたことが認められるも

のは認定科目として所定の単位を与える。 

２ 前項の規定に関わらず、単位認定科目の成績評価はＧＰＡの対象外とする。 

 

（単位の修得） 

第５条 履修した授業科目の試験に合格した者には、所定の単位を与える。 
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（卒業要件） 

第６条 本学を卒業するためには、２年以上在学し、別表１に示す卒業要件単位数 68 以上

を修得しなければならない。 

２ 卒業年次の秋学期末における累計ＧＰＡが 1.0 以下の場合は、その他の学修状況

を総合的に判断し、卒業の可否を決定する。 

３ 本学で開講する授業科目に拠らない認定科目は、８単位までを卒業要件に含める

ことができる。 

 

（学修指導及び退学勧告） 

第７条 成績評価が決定した時点で、定めた基準を満たしていない場合は、基礎ゼミ担当教

員による面談を実施し、学修改善に向けた指導を行う。 

  ２ 年度末においてＧＰＡが 0.5 未満の場合、または教員による学修指導があったに

も関わらず学生が修学意欲を示さない場合は、退学勧告を行う。ただし、判断は学生

自身に委ねるものとし、退学を強制しないものとする。 

  ３ １年次末において修得単位数が 16未満の場合は、修業年限で卒業できないものと

見なし、卒業延期を通達する。 

 

（規程の改正） 

第８条 この規程の改廃は、教授会の議を経て理事会が行う。 

 

附 則 

１ この規程は、平成 31年４月１日から施行する。 

２ 規程の一部を改正し、令和２年４月１日から施行する。 

３ 規程の一部を改正し、令和５年４月１日から施行する。 

 

 

 


